
人への意識が高まる

身体を触ってもらったり、ふれあうなど
皮膚への刺激を通し、自分の身体を
意識できるようになります。身体の輪
郭や、ボディイメージ、身体図式がわ
かるようになります。身体の使い方が
わかることにつながっていきます。

あそびが楽しいと「もっとあそびたい、もっ
としてほしい」という思いを引き出すことに
なります。「もう一回」と大人に対し、要求
表現をすることにつながります。

子どもは、楽しさから笑顔になり、気持
ちの安定につながります。
楽しい経験を通して学んでいきます。
療育は”楽しい”を基本にして行ってい
ます。楽しい体験を積むことで脳に一
杯栄養を送ることになります。

楽しく人と一緒にあそぶことで、人の存
在を意識することになります。大人や、
子ども同士で目と目を合わせたり、大
人や友だちに触ってもらったり、触れ
あったり、人の存在や表情に気づいた
りするなど、人とあそびや気持ちを共
有して楽しむことにつながります。

歌に合わせてあそぶことにより、楽しみながら身体を
動かすことができます。また、「あし」「おめめ」など、身
体部位の名前を言いながら触ることで、身体各部の名
前を覚えていくなど、理解を促すことができます。 リ
ズムと同時に聞いたり、声やことばを発したりすること
で、ことばが覚えやすくなります。

「ふれあいあそび」

いちご園では、療育の中の親子遊びでふれあいあそびをしています。ふれあいあそびは、いつでもどこでも子どもさ

んの要求に合わせて行うことができます。今回は、ふれあいあそびについてご紹介したいと思います。

子どもさんによっては、ふれあいあそびを嫌がる場合があります。これにはいくつかの理由が考えられます。くすぐり
が嫌な場合、感覚が敏感で、人に触られること自体が苦手であったり、人がたくさんいる場所・騒がしい場所が苦手で
あったりするなどの感覚的なものが考えられたり、手あそびが嫌な場合としては、不慣れな場所や初めてする活動に不
安を感じている、または、自分はうまくできないという苦手意識から人前ですることを嫌がっている、などの内面的な理由
があると考えられます。
あくまで「あそび」の一つですので、もし嫌がっている場合は無理にすすめず、どうして嫌なのか、理由を考え、子どもさ
んの不安に寄り添うのも大事なことです。
「いちご園では全くしようとしないのに、歌を覚えていて、家ではやっています。」というお話を聞くこともよくありますので、
見ているだけでも吸収し、学んでいる場合も考えられます。
子どもさんのペースで、子どもさんの楽しめる範囲であそんでいただけたらと思います。
子どもさんそれぞれの心地よくて楽しめるふれあいあそびを見つけていきましょう。
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楽しみながら動きやことばを覚える人に向けて表現する

気持ちが安定する


